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談話室
高度なラマン分光に関するワークショップに参加 して
理学部 櫛 田 孝 司(豊 中4145)
ラマソ散乱で有名なC.V.Ramanの生誕100年とラマソ効果の発見60周年を記念 してWorkshopon
AdvancedRamanSpectroscopyとい うワークシ ョップが、イソ ドのKanpurにあるイソ ド工科大学
で昨年12月7日から5日 間にわたって催された。13ケ国か ら約170人の参加者があ り、 日本 からも5人
が出席 した。参加者の8割 は東洋人で、マ レーシア,イ ラソ,台 湾など余 りお 目にかからない国からの
研究者も出席 して普通 の国際会議 とかな り異なる雰囲気だ ったので、それについて簡単に述べ る。
初 日の開会式ではHerzbefg,Bloembergen,Townesといったノーペル賞受賞者達 からのメ ッセー
ジが披露 された りした後、ベル研究所(米)のA.Jaya}amanがRamanについて語 った。 ラマ ソ研
究所で11年間Ramanの 助手を務め、その死に も立ち合 った人だけに多 くのエ ピソー ドが述べ られた
が、Ramanが教育 もイソ ドで受け、 ラマン効果の発見も純粋にイソ ドでの研究によるものだ との話や、
美 しい ものに関心をもち、蝶 々や宝石類を集めた話、 目を単一光子計数装置と して使 って フォ トソを見
た話などは大変興味深かった。
続いてSouthCarohna大のJ.R.Durigがアメ リカはイソ ドの科学研究 に大いに協力す る用意
があ るとい うことで、そのプロジェク トの概要について述ぺた。事実 アメリカは この ワークシ ョップを
その一環 と考えているらしく、プロシーディングズの作成はDurigが全面的に引き受け、またこのワー
クシ ョップに17人の第一線研究者を送 り込んだ。確かにこの協力な しにはこのワークショップは成功 し
なか ったであろ うが、かな り政治色の強い演説であった。
その後、5日 間にわたって12件の1時 間講演 と32件の30分講演が行われた。半導体超格子や高温超伝 .
導体を初め、多 くの気体、液体 、固体 さらには生体物質などいろいろの物質のラマソ散乱の問題は もち
ろん、フ ェム ト秒パルスを使 った誘導 ラマ ソ分光とかメガバールの超高圧下で1.1～1500Kにわたる
ラマ ソ分光とい った新 しい技術 の問題 も数多 く取 り上げられ、大変活発な討論が行われた。 しか し、こ
こでは会議の内容には立ち入 らず、一つの印象的な事件を取 り上げる。
五evedevPhysicalInstitute(ソ連)のBasovの グループのA.Z.Grasiukは水素 セルを使 って入
力光の70%を一次のス トークス光に変換す るとい う話を して皆の興味を引いたが、彼はいつも一番前に
がんばっていて、オーバーヘッドの像をかな り頻繁にカメラで取っていた。ベル研究所(米)のA.pinczuk
はGaAs-AIGaAsの多重量子井戸に12テスラの磁場 をかけて自由電子の ラマン散乱 を調べるとい う
話を したが、序論を長 々として、なかなか話を進めない。 しか し、そ うばか りもしていられず意を決 し
たよ うに、Grasiukにベルの研究室内の写真 を見せるが、ベル研究所では外部の人が来て も研究室 の
内部は見せ ない ことにな ってい るので写真を取 らないでほ しいと言 った。Grasiukはこの写真を取 ら
なか った。す るとPinCzukはサソキ ューと言い、さらに自分のオーバーヘ ッ ドに関 しては写真を取 ら
ないことを続けてほ しいと言った。そ してそれか らは最近の結果 についてどんどんデータを出 して話を
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進めた。Grasiukはその間写真は取 らなかったが、pinczukの話が終わるや否や立ち上がって聴衆の
方に向かって、 「科学は人類全体のものであり、属する国によって研究者を差別するのは間違いだ。ソ
連ではアメリカ人の研究者にだってどこでも見せる。」と演説 した。聴衆の中には盛んに拍手する人も
かな りいて、一瞬会場は東と西にはっきりと分かれたような印象を受けた。PinCzukは研究室内を見せ
ないのはベル研究所の方針で、アメリカ人でも外部の人なら見せないのであって、国で差別している訳
ではないと反論し、騒然となった。この議論には多くの人が参加して休憩時間も盛んな討論が続いた。
ワークショップは6人のパネラーによる総括討論で終わったが、ラマソ分光学の最先端に関する話題
が多 く、このワークショップは成功であったと思う。日本から出席 した北川禎三(分子研)、小林雅通
(阪大理)、町田勝之輔(京大薬)、山田晴河(関学大理)と私の5人は招待講演を行ったが、日本の
はどれも非常に質の高い研究だと何人かの研究者からお誉めの言葉を頂いた。私自身も聞いていてそ う
思ったが、その時のメソバーの一人の山田さんが半年後の5月に急逝されたのは誠に残念なことであっ
た。
このワークショップの折に、イソド工科大学のラマソ分光関係の実験室を見学する機会を得た。さす
.がにRamanの国だけあって、ラマソ分光の装置は他と不釣合いに米国製の最新のものなどが置いて
あったが、測定技術も試料も高度化 している現在、レーザーと分光器がそろっていても、それだけでは
良い仕事をするのはなかなか難 しいだろうと感 じた。
今年の春の日本物理学会の講演会におけるシソポジウム 「日本物理学会と国際交流」でも問題となっ
たが、発展途上国で行われる科学に関する会合に参加者を送 り込むことも援助の一つの方法となること
をDurigの話から学んだ り、イラソやマレーシアなどで研究する人達の悩みを聞いたり、恐ろしく貧
しそうなイソドの田舎の人達の生活と最先端の科学のワークショップとの関係に疑問をもった.り、科学
と先端技術と国家間の競争の問題など、いろいろ考えさせられることの多い会議だった。
なお、この会議については、小林雅通さんによる報告が分光研究37巻第1号に出ており,またプロシー
ディソグズは 」.R.Durig編"VibrationalSp㏄traandStructure"の1巻としてMarcelDekker
社より出版される予定であることをつけ加えておく。
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